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高品位で低価格なストレージサービスを
Brocade FCスイッチ採用のSANで構築

日立ネットビジネス株式会社は、

2000年4月に、日立グループにおけ

るネットビジネスプラットフォーム

事業の戦略会社として、株式会社日

立製作所の100％出資で設立されま

した。ネットビジネスに必要不可欠

なサービスをワンストップで提供す

るサービスプラットフォーム・プロ

バイダーです。全国7カ所にiDC（イ

ンターネット・データセンター）を

設置、ハウジング・ホスティングサ

ービスやストレージサービス、ネッ

トワークセキュリティサービスなど

のサービスメニューを揃えています。

「世界の一流品」でサービスを構築

ストレージサービスは一般的にSSP

（ストレージ・サービスプロバイダ

ー）と呼ばれるビジネスですが、そ

のサービスを展開するための設備に

は、顧客のデータを預かるだけに非

常に高い信頼性が要求されます。そ

こで同社では、ブロケードコミュニ

ケーションズシステムズのファイバ

ー・チャネル（FC）スイッチ Silk-

Worm 2800と、日立製作所のディス

ク・アレイ SANRISE2800、Stor-

ageTekのテープライブラリ製品を

用いたSANを構築し、その要求をク

リアしています。同社戦略マーケテ

ィング部事業企画マネージング・デ

ィレクタの高橋正和氏が「世界の一

流品で揃えたサービス」と胸を張る

のもうなずける構成です。また、ベ

リタスソフトウェアのNetBackupを

用いて、バックアップサーバーを

SAN経由でストレージに接続して

LANフリー・バックアップを行っ

ています。今後は、複数のiDCを利

用した災害復旧機能を盛り込んだサ

ービス提供も視野に入れています。

高いサービス性を持った柔軟なシス

テムのためにBrocade FCスイッチ

を採用

SANRISE2800は、最大32ポートの

サーバー・インターフェースを搭載

しています。ですが、容量は27TB

まで拡張できるので、全てのポート

にサーバーを接続しても、1台あた

り1TB近い容量を使える計算になり

ます。しかし、そこまでの容量を使

うことは少なく、せっかくの性能が

無駄になってしまいます。そこで、

FCスイッチを経由し、より多くの

サーバーに接続できるようにしまし

た。パフォーマンスから考えれば、

サーバーの転送能力は一般的に毎秒

30MBくらいですから、およそ毎秒

100MBの転送能力があるFC（毎秒

1Gbit）では、1ポートにつき3台程

度の接続が可能となります。シェア

することでコストメリットを高め、

より多くの顧客に対する低価格のサ

日立製作所の戦略子会社である日立ネットビジネス株式会社は、ストレー

ジサービスの中核として、Brocade FCスイッチを利用したSANを、都心

と横浜にあるiDCに構築しています。プラットフォーム・サービスプロバ

イダーからソリューションベンダーへと変わろうとする同社のビジネスを、

SANのパフォーマンスと信頼性が支えています。

●技術的課題：

予測困難なストレージ容量を、オン

デマンドでサービス提供したかった。

また、料金面、管理面からストレー

ジをシェアする形態としたかった。

そして、よりサービス性を高めるた

めに、遠隔監視を可能にしたかった。

�

●ソリューション：

日 立 製 作 所 の デ ィ ス ク ・ ア レ イ

SANRISE2800、StorageTekのテー

プライブラリとBrocade FCスイッチ

によってSANを構成、データセンタ

ーと監視拠点を専用線で接続

�

●成果：

・信頼性の高いサービスを低価格で

　提供

・SNMPなどによって統合管理を実

　現

・新たなサービスの基盤を構築
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ービスを可能にしたわけです。また、同一

SAN上にサーバーを増設することも簡単で

すから、顧客の要求に対し、柔軟に対応でき

るのも大きなメリットです。高橋氏は「企業

内のストレージ統合化と同じように、SSP事

業でもSANの利点が有効です」と語ってい

ます。さらに、SANを構成してポート数に

余裕ができたことにより、経路の障害にも対

応できるよう、サーバーには基本的に2ポー

トを用意し、冗長構成にしています。さらに、

アプリケーションによっては、より高い信頼

性のために待機用サーバーを用意したり、ク

ラスタリングを行っています。

日立ネットビジネスがBrocade FCスイッチ

を選んだのは、いくつかの理由からです。ま

ず、日立製作所はSANRISEをはじめとする

ストレージの大手ベンダーで、Brocadeとの

関係が深いことが挙げられます。そして、日

立ネットビジネスがストレージサービスを提

供するために、ワールドワイドで実績のある

製品を選んだというのもあります。ですが、

それだけではなく、同社の戦略にも関わって

いたのです。

日立ネットビジネスでは、ストレージだけで

なく、システム監視などの各種サービスを行

っています。管理対象となるデータセンター

からの情報は、横浜にある統合管制センター

に集められるようになっています。そのため、

pingやSNMPに対応したBrocade FCスイッ

チが必須だったのです。将来的には、さらに

ポートごとのパフォーマンスや利用状況を調

べることで、さらに充実したサービスを行う

計画があるそうです。

より充実したサービスのために

データセンターを核としたストレージサービ

ス事業に専念することを主旨として設立され

た日立ネットビジネスが、ストレージサービ

スを開始してから1年半が経過しています。

しかし、市場の変化や顧客の要望もあって、

日立のグループやパートナー企業の特化した

技術を使ったワンストップ・ソリューション、

すなわちiMSP（インテグレーテッド・マネ

ージメント・サービスプロバイダー）の提供

に乗り出していきます。
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「例えば映像検索技術など、完全にパッケー

ジ化される前の研究所の技術も、いち早く取

り込んでいこうとしています」と高橋氏が言

うように、今後は同社のメニューにないもの

でも対応し、コンサルティング、設計、運用

をトータルにサービスしていくわけです。
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また、日立ネットビジネスは、もともとミッ

ションクリティカル系、ASP、CSP系を得意

としています。運用管理まで手掛けているこ

とも理由の一つですが、システムそのものの

信頼性が高いことも裏付けになっています。
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日立ネットビジネスは、プラットフォーム・

サービス提供からiMSP、すなわちワンスト

ップサービスへと発展しつつあります。その

ワンストップサービスの中の、一つの重要な

コンポーネントとして、Brocade FCスイッ

チによるSANがあるのです。




